
詩３ッ        露古 

 

 

海 
 

やっと頭だけ出た 

他にも何かいるらしい 

(ここは海なんです 

(海と呼びます 

笑うのも面倒なのでぷらぷら浮いている 

(それで今は夜です 

(暗いのでそうだと思いました 

(暗いのですか 

(はい暗いです 

 

とおく(ズイブントオク) 

しろくザワザワしているところ 

ワタシはあれにも名まえを付ける 

 

海で 

 

 

 

 

(わさわさ) 
 

今日もぎょーさんひきつれて 

なんやわさわさやっとるで 

橋の上から唾落とっしょるわ 

あ、跳んだ 

あのミドリのんショウリョウバッタ言うんよ 

ソウロウて何？ 



ソウロウちゃうショウリョウや 

そやからそのソウロウ 

知らん 

ソウロウさん何食べはるのん？ 

何でも食うで 

ヒトも食べはるの？ 

食うやろな 

どこ食べはるの？ 

指とか 

イタいやん 

イタないイタない 

指ないヒトなんてナンボでもいてるで 

あ、知ってる、カドのオッチャン指なかったわ 

それにな 

(ぽんぽーん) 

(ぽーん) 

腹とってみ 

ほぉら付いたで 

わぁ、カッコええなぁ 

(わさわさ) 

(わさわさ) 

カッコええわぁ 

 

 

 

 

月のかぐや 
 

果てに 

果てに 

果てしなく果ての果てに 

解いていく糸の 

糸のほつれをだんだらんと地上に垂らして 

ひとを忘れていく 

月のかぐやは 


